
令和４年度 学校総合評価 

 

６ 今年度の重点課題に対する総合評価 

 重点課題①「授業研究や生徒の学習や授業への取組度アンケートの分析をとおして、授業技術の向

上を図り、効果的な学習指導や評価方法を研究する。目的意識の涵養と将来の職業人としての自覚や

責任感を高めるためのキャリアガイダンスや進路講話などを充実させることで、進路意識の高揚を図

る。」、重点課題②「生徒会や自律委員会を中心に、通信機器の使用に関するルールを守るための話し

合いを行うなどの取り組みにより、生徒の自覚ある行動を促す。計画的なホームルーム 活動や生徒の

主体性を重視した生徒会活動・部活動を推進する。また、地域に貢献するボランティア活動などをと

おして、生徒の社会性や協調性を育てる。」を設定し、課題解決のための方策に取り組んだ。 

課題①では、他教科も含めた２回以上の授業見学や授業検討会の機会を設けた。授業検討会では、

実際の生徒の行動観察にもとづいた改善案について検討を行った。「学習への取組改善達成度」と「授

業への主体的取り組み度」についての生徒アンケートでは、「やや当てはまる」まで広げると多くの科

目で９０％を超えた。授業研究では、思考力・判断力・表現力や主体性をもって多様な人々と協働し

て学べる態度を育てる指導法についての研修を目的に、タブレットなどのＩＣＴ機器を活用する場面

も着実に増えてきた。研修を通して評価方法の工夫をさらに進めることで、生徒の主体的な学びへと

つなげていきたい。また、進路意識の高揚を図るため、学年ごとの達成目標を掲げ実践し、それぞれ

の目標を達成した。しかしながら、進路に対する意識と目標達成に向けての取り組みは、個々の生徒

によって差がある。職業観や大学等の入試制度が多様化する中で、全体と個別をうまく使い分けた進

路指導の工夫が必要である。 

課題②では、通信機器使用マナーや無断遅刻者数等、学校や社会のルールを守る規範意識の向上を

目指した。通信機器使用マナーについては、正しい使い方の講演会や自律委員が中心となりポスター

を作成し自らが意識を高める取り組みを行った結果、指導件数は目標内の数値となった。無断遅刻に

ついては毎朝の遅刻指導を継続したが、２学期以降から遅刻者数が増加し目標を超える数値となった。

今後、生徒自らが校内での通信機器使用ルールや時間を守る意識を高める取り組みを継続したい。体

育大会や文化活動発表会などの生徒会主催行事では、短い準備期間であっても一人一人が役割を自覚

して取り組み、生徒の満足度も高かった。生徒会執行部を中心に委員会や部活動、係が主体となって

活動し、内容も良く生徒全員が楽しめるものであった。ボランティア活動は２年目の取り組みであり

２回以上の実施率は１９ポイント高くなり、生徒会もこの取り組みに協力した。部活動については、

文化部の受賞件数が多くなり、活動の活発化に繋がっている。 

 

学校評議員からは、それぞれの項目できめ細やかな方策が実施され、結果をアンケート等を用いて

数値的にも評価されている点が重要である。また、生徒たちと向き合おうとしている姿勢が随所に感

じられ、好印象を持った。改善点は各担当の方も考えられているので、よりよい新湊高校になる事を

期待したい。コロナ禍で様々な制約がある中で、授業の向上や生徒の主体性の育成など先生方が一丸

となって取り組み、ほぼ全ての項目において目標が達成されていると思う。新型コロナも落ち着きを

見せているので、生徒たちがこれまで以上に活躍できるよう向き合ってほしい、との意見があった。 

 

７ 次年度へ向けての課題と方策 

 学習指導、進路支援、生活指導、特別活動は、生徒の学力の充実、進路実現と人格の完成に向けて、

本校における教育活動の柱とするところであり、引き続き重点として取り組むべき課題である。 

学習指導の充実については、「授業への主体的な取り組み度」や「学習への取り組み改善の達成度」

の評価方法に、ポートフォリオ的要素も活用できないか検討していきたい。 

進路支援については、大学等で学ぶ学問や職業を実際に体験したり見学したりする機会を増やす必

要がある。また個人面接をとおして進路についての視野を広げ、入試制度に関する正確な情報を全教

員で共有し、保護者や生徒に適切に情報提供を行う必要がある。 



生徒指導については、規則正しい生活が基礎・基本となり、学習・進路支援に活かされるという考

えに基づき、生徒自らが規範意識やモラルを高める取り組みを継続するとともに、生徒指導が学校全

体の共通理解のもとで行われていく必要がある。また、不登校やいじめ等の諸問題に対しても、日頃

からの情報収集、早期対応に努めることが大切である。 

特別活動については、部活動において３年生の部加入率がやや低くなり、部活動で成長したと感じ

られなかった生徒がやや多くなった。上達しない、目標がない、やりがいがないなどの理由が挙げら

れており、今後は部活動の充実に向け、生徒が自主的に活動し学校生活を豊かに充実したものにでき

るようにしていきたい。 

 

 



８ 学校アクションプラン 

令和４年度 新湊高等学校アクションプラン －１－ 

重点項目 

 

・教員の授業技術の向上と生徒の自ら学び考える力の育成 

・進路意識の高揚 

重点課題 

 

生徒が自主的に学習に取り組む習慣を身につけるため、授業の質の向上に積極的に取り組

む。また、個々の目標に応じた適切な進路指導を実践し、自己実現を目指す。 

現  状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・互見授業期間を設定し、教員が相互に授業を公開し意見交換している。また、授業にお

いてグループ・ディスカッションやペア・ワーク等のアクティブラーニングの視点を取

り入れたり、タブレットなどのＩＣＴ機器を取り入れたりすることで、思考力・判断力・

表現力を育てる授業や主体性を持って多様な人々と協働して学べる態度を育てる授業

等の指導法の工夫に努めてきた。 

・令和 4 年度入学生から、年間授業計画において観点別の学習の達成度目標を生徒に提示

し、個々人の学習改善につなげられるようにしている。 

・具体的な進路目標を見つけ、目標に向けた主体的・計画的な学習に結びつける必要があ

る。また、困難な課題に直面したときに、より高い目標に自ら挑戦するよう進路意識を

高める必要がある。 

達成目標 

 

 

 

 

 

 

 

・授業研究の実施 

一人２回以上の見学 

（他教科の授業を１回以上見学） 

 

・①生徒の学習への取組改善の達成度 

②生徒の授業への主体的取り組み度 

７０％以上 

・１学年：志望する学部や職種が定まっている

割合８５％（１月時点） 

・２学年：具体的な志望校、業種がいくつか決 

まっている割合８５％（１月時点） 

・３学年：進路決定者の割合         

９８％（３月末時点）  

・生徒一人当たりの年間面接回数 

１・２学年 ４回以上 ３学年 ５回以上 

方  策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業を互いに参観する機会を設け、２

回以上参観する。また、他教科の授業

を１回以上参観する。 

・授業検討方法として授業参観メモの記

入、時系列での授業分析を行う授業検

討会を実施する。 

・授業研究における指導計画にアクティ

ブ・ラーニングの視点に立った活動や

ＩＣＴ機器を効果的に利用した授業を

取り入れ、学習の効果を高める。  

・１、２学期末に、生徒アンケートを実

施。結果を分析し、教科部会等で評価

方法や指導法を検討する。 

・進路指導部及び学年と連携し、考査、

模試、検定試験、学びの基礎診断など

を実施したあと個々の生徒や学年全体

の結果分析を行い、学力向上に結びつ

く指導方法について検討する。 

・生徒の学習状況を踏まえ、令和５年度

２学年用の年間授業計画表を作成す

る。 

・進路意識の向上を支援する強化期間として面

接週間を各学期初めの月に３回設定する。 

・ＨＲや総合的な探究の時間における進路学習

や進学講話、進路ガイダンス、オンラインで

のオープンキャンパスへの参加やＨＰ等に

よる情報収集の推進、キャリアガイダンス

(職業研究、学部学科研究、模擬授業)、大学

研究、大学入試研究、進路研修旅行（大学訪

問）、インターンシップ、土曜学習会など様々

な取り組みを実施し、進路意識の高揚を図

る。 

達 成 度 

 

・授業研究については、各教科が実施す 

ることができた。16 名の教員が他教科

・１学年：９２.７％ 

・２学年：８７.６％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

の授業見学を行った。授業検討会では、

実際の生徒の行動観察にもとづいた改

善案についての検討が多く行われた。 

・①「当てはまる」４０～５０％である。 

「やや当てはまる」まで広げるとほと

んどの科目で９０％を超えた。 

 ②「当てはまる」が７０％を超えた科

目は、１学期 ７８科目中１８科目 

２学期 ７５科目中２２科目 

「やや当てはまる」まで広げると多く

の科目で９０％以上となった。 

 

・３学年：普通科 ９７．４％ 

商業科 １００％ 

  

・生徒一人当たりの年間面接回数 

１・２学年は４回以上、３学年は５回以上実

施した。 

 

 

具体的な 

取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業研究では、思考力・判断力・表現 

 力や主体性をもって多様な人々と協働

して学べる態度を育てる指導法につい

ての研修を目的に、タブレットなどの

ＩＣＴ機器を活用する場面も着実に増

えてきた。 

・指導と評価の一体化を念頭に置いた考 

 査問題の作成を呼びかけた。 

 

 

 

・キャリアガイダンスや講演などを通じて、進

路意識を高めるきっかけを作り、担任による

面談で細やかな指導を行った。（１年） 

・オープンキャンパスへの参加、進路研修旅行

やインターンシップを通じて進路意識を高

め、面談により目標の設定と実現に向けて 

の具体的な取り組みにつなげることができ

た。（２年） 

・進路実現に向けて、面談の機会を増やし、自

主学習の習慣が身につくように学習習慣の

定着を図った。(３年) 

 

評  価 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ 

 

 

 

・授業研究では、ほとんどの授業においてタブレットなどのＩＣＴ機器を活用す

る場面が着実に増えてきた。研修を通して評価方法の工夫をさらに進めること

で、生徒の主体的な学びへとつなげていきたい。 

・進路に対する意識と目標達成に向けての取り組みは、個々の生徒によって差が

ある。職業観や大学等の入試制度が多様化する中で、全体と個別をうまく使い

分けた進路指導の工夫が必要である。 

学校関係 

者の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アンケートの結果から「学習への取り組み改善」，「授業への主体的取り組み」のどちら

においても「やや当てはまる」を入れて９０％を超えている点は評価すべき点である。

今後は，できていない１０％の生徒についてその要因の検討や具体的な対策の検討が必

要であると考えられる。 

・生徒のアンケート結果から、主体的な学びの姿が育っている。 

・ＩＣＴ機器を活用した授業等、指導方法の多様化がますます求められる。教師もそれに

対応できるよう研修を進めてほしい。 

・授業検討会で改善案の検討があったとのことなので、引き続きよりよい授業になるよう

に検討をお願いしたい。 

・アンケート内容がもう少し詳細な内容にした方が良いのではと感じた。 

・授業の質向上への先生方の努力が伺えるので評価できる。また、生徒に対してのどのよ

うなアンケートをしたか見てみたかった。 

・学年や個人に合った具体的な取り組みがなされており，それが達成度の高いパーセンテ

ージにつながっている。 

・一人一人の生徒に対して、先生方の指導が行き届いていることが達成度になって表れて

いる。来年度も継続してもらいたい。 

・各学年とも進路に関する意識が向上しているので、引き続き支援等をお願いしたい。 

・次年度よりオープンキャンパス等が以前の形に戻ってくると思うので、少しでも多く参

加できるよう、情報発信をお願いしたい。 

・各学年での取り組みの成果が表れている。特に１年生の達成度が大きく細やかな指導が



 うかがえるのは評価できる。今後も続けてほしい。 

次年度に 

向けての 

課題 

 

 

 

 

 

・授業への主体的な取り組み度や学習への取り組み改善の達成度の評価方法にポートフォ 

リオ的要素も活用できないか検討する。 

・大学等で学ぶ学問や職業を実際に体験したり見学したりする機会を増やす必要がある。 

・受験に向けてクラス（学年）が一丸となって取り組むために、仲間意識を高める必要が

ある。 

・個人面接をとおして、それぞれの生徒に現状と志望校との距離感を把握させるとともに、

視野を広げさせていく必要がある。 

・入試制度に関する正確な情報を全教員で共有し、保護者や生徒への情報提供を随時行う。 

（評価基準 A：達成した  B：ほぼ達成した  C：現状のまま  D：後退した） 

 

令和４年度 新湊高等学校アクションプラン －２－ 

重点項目 

 

・基本的生活習慣の確立と規範意識の向上 

・主体性を育む特別活動 

重点課題 

 

 

基本的生活習慣の確立と携帯通信機器使用におけるモラルの向上を目指す。 

部活動の充実化を図るとともに、行事等への参加をとおして学校生活に主体的、積極的に

取り組む態度を育成する。 

現  状 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「８時２５分までには登校する」という指導をしているが、しっかり守れない生徒がま  

だ多い。基本的生活習慣を確立し、時間に余裕を持って行動するといった意識を高める 

必要がある。 

・携帯通信機器使用において、誹謗・中傷を受ける被害がある。加害者にも被害者にもな

らないように、使用マナーについて常に指導している。 

・生徒会行事に積極的に参加する生徒は多いが、行事の企画・運営については生徒会執行

部や教員が主体となりがちで、生徒一人ひとりの関わりは少ない。 

・昨年度は部活動をとおして自分を成長させることができたと感じている生徒は８７％と

多かったが、３年生の部活動継続率は６７％と例年より低くなった。 

・文化部の受賞が増え受賞件数は目標を達成しているが、運動部は受賞する部活動が固定

化している。 

達成目標 

 

 

 

 

 

 

 

・無断遅刻者の人数 

１日平均０．５人未満 

 

・通信機器に関するマナー違反件数 

 （誹謗・中傷等）年間５件以内 

 

・①生徒会行事に自主的かつ積極的に参加し

たと感じることができる生徒の割合 

  ８０％以上 

・奉仕活動や校外ボランティア活動を年２回

以上実施した部の割合 

  ５０％以上 

・各種大会やコンクールで受賞した件数 

  １５０件以上 

方  策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「８時２５分までには教室に入る。」と 

いう指導に変更し、授業の準備を行うと

いう意識を高める。また、遅刻常習生徒

に対しては、家庭との連携を密にし、粘

り強く指導する。 

・生徒会や自律委員会を中心に、携帯通信

機器におけるマナーやモラルの意識を

高める。 

 

 

・生徒会のテーマに沿った企画を委員会や学

年、学級、部活動等に立案させる。 

・各種行事における個や集団の役割を理解さ

せ、主体性や積極性を高める。 

・生徒会執行部がボランティア活動を推進す

るとともに、各部活動でもボランティア活

動を計画したり実施したりして部活動との

関わりを深めることで、部活動の充実度や

継続率を高める。 

・生徒の主体性、積極性や技能向上、活動の

効率化を目指し、それぞれの部活動の整備



 充実化を図る。 

 

達 成 度 

 

 

 

 

 

 

 

・学期ごとの１日平均無断遅刻者数 

  １学期･･･０．５６人 

  ２学期･･･１．０４人 

  ３学期･･･１．０人 

   年 間･･･０．８４人 

・通信機器に関するマナー違反 ２件 

ネットパトロールからの報告 ０件 

① 生徒会行事の自主的かつ積極的参加した 

１学年９６％ ２学年９８％ 

３学年９２％ 全体９６％ 

② 部活動で奉仕活動やボランティア活動を

年２回以上実施した 

０回３６％ １回３６％ ２回以上２８％ 

③受賞件数 １５１件  （１／１６現在） 

具体的な 

取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

・毎朝８：２５～８：３５まで遅刻指導を 

行い、朝礼５分前の８：２５には、登 

校が完了するよう指導した。 

・外部から講師を招き、「スマートフォン・ 

携帯電話の正しい使い方」について講演

会を実施した。自律委員が中心となり、

スマートフォン使用に関してのルール

を徹底させるためのポスターを作成し

た。 

①生徒会が主催する体育大会、合唱コンクー 

ル、文化活動発表会は短い準備期間であって 

も一人一人が役割を自覚して取り組んでい

た。生徒の満足度も高かった。 

②２年目の取り組みで２回以上の実施率は 

１９ｐ高くなった。２月の高校入試前に生徒

会主催の校内美化運動を予定しており、実施

率がさらに上がると思われる。 

③文化部の積極的な参加や出展数が増えた。 

 

評  価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ 

 

 

 

 

・無断遅刻者の人数が目標を達成できなかった。通信機器におけるマナー違反（誹

謗・中傷等）の違反件数は目標を達成できた。ネットパトロールからの報告も

全く無かった。 

・どの行事も生徒会執行部を中心に委員会や部活動、係が主体となって活動し、

内容も良く生徒全員が楽しめるものであった。 

・ボランティア活動については１／１７時点では目標を達成していないが、生徒

会もこの取り組みに協力して２月に生徒会主催の校内美化運動を計画してお

り、目標値に近づけると思われる。 

・新型コロナ感染症による大会やコンクールの中止がほぼ無くなり、受賞数はコ

ロナ禍前の状況に戻った。文化部の受賞件数が多くなり、活動の活発化に繋が

っている。 

学校関係 

者の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外部の専門家からの講習会を実施することは，インターネットやＩＣＴについて最新の 

情報や生じやすい問題を理解し対策することができるので重要だと思う。遅刻者につい 

ては万葉線の到着時刻の影響もあり，対策が難しいと感じた。 

・携帯機器に関する違反や無断遅刻など、粘り強く指導していただいているので、引き 

続き指導をお願いしたい。 

・校内での携帯機器に関する指導が今年度は上手く行かなかったようなので、指導が上手

く伝わる方法を検討しても良いのではないでしょうか。 

・万葉線を利用する生徒の遅刻が増えていることから、来年度は万葉線の運行業者との調 

整を図ることで、少しは改善の方向に向けてほしい。 

・登校ではやはり万葉線の時間が気になる。生徒に 1 つ早い電車に乗るように指導しても 

難しいし、万葉線がもう少し早いか遅い時刻着になればいいのだが。 

・生徒に企画を立案させる方策が功を奏し，９６％が積極的に参加できたとしている点が 

評価できる点である。今後は，受賞している運動部が固定化している点に対する具体的

な対策がなされるとよりよいのではないかと思う。 

・生徒が主体となった行事の企画・運営が、自主的かつ積極的な参加に結びついている。 

その背景には先生方の支えがあってのことであり、来年度も充実した特別活動を継続し

てほしい。 



・生徒会執行部を中心に行事を行い、内容も良かったようなので、次年度以降も生徒が楽

しめる企画をお願いしたい。 

・新型コロナの影響も少なくなり、あまり制限のない活動ができ生徒たちの満足度も上が 

ったことは評価できる。 

・ボランティアが駆け込みだったので、次年度は計画的にしていけば良いのではと思われ

る。 

・奉仕活動、ボランティア活動も生徒が楽しいと思わせる工夫も必要なのではないか。 

次年度に 

向けての 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

・西新湊駅（万葉線）着８：２４に乗車してくる生徒が増えてきており、時間ぎりぎりに

登校する感覚が蔓延しつつある。 

・個人情報をＳＮＳ上に掲載したり、他人を誹謗・中傷したりしてのトラブルはほとんど

無かったが、校内での無断使用が非常に多かった。「校内では電源を切り使用しない。」

といったルールを徹底していきたい。 

・部活動では３年生の加入率が７８％でやや低い。また部活動で成長したと感じられなか

った生徒が全体の１３％とやや多く、活動日数が少ない、上達しない、目標がない、や

りがいがないなどの理由が多かった。部活動の充実に向け、生徒が自主的に活動し学校

生活を豊かに充実したものにできるようにしていきたい。 

（評価基準 A：達成した  B：ほぼ達成した  C：現状のまま  D：後退した） 

 

 

 

 

 

 


